
2020年度 埼玉県小学生バレーボール連盟理事会 議事録 

 

期 日 2020年 8月 30日（日）13:26～16:24（途中換気のため中断 2回） 

会 場 スポーツ総合センター 301・302 

出席者 山下会長・相沢副会長・須田副会長・有井副会長・小俣理事長・北田副理事長・笠原副理事長・

大澤副理事長・飯塚副理事長・松浦常任理事・畔原常任理事・徳永常任理事・宮崎常任理事・ 

五味理事・中里理事・兼本理事・鈴木理事・石田理事・江森理事・大和田理事・梅田理事・ 

河田理事・古田理事                 

会長挨拶  重要な案件の審議となる。コロナ対策に留意しながらの開催の検討をお願いしたい。 

報告事項 

関東小連報告 

〇飯塚審判委員長  8/29 関東小連常任理事会参加。現時点では関東大会開催予定（11/29 一日のみ） 

          男子・混合 8チーム、女子 16チーム参加。ブロック優勝のみ。 

〇山下会長     大会開催には厳しい感染防止ガイドラインが求められるであろう。 

〇小俣理事長    全国大会中止に伴い、代替事業等を使途に日小連より各都道府県に補助金支給。 

埼玉県は消毒液等購入に充当。 

議 題 

１．モルテン旗争奪大会について 

 〇小俣理事長    新型コロナウイルス陽性率の高止まり感がある。登録会でモルテン旗大会より 

           再開としたが状況が変化している。大会実施の可否につき議論決定したい。 

 〇北田競技委員長  登録チーム数と競技方法案は表に示す通り。 

 〇大澤総務委員長  小学校体育館開放状況は表に示す通り。 

 〇小俣理事長    現状であると試合会場数が不足している地区があるがいかがか。 

 〇栗原西部委員長  小学校以外の会場を使用すれば一次予選実施は可能である。 

 〇石田東部副委員長 新型コロナウイルスは子供が重症化しないことが判明してきている。大会実施

を考えたい。 

 〇北田競技委員長  試合会場選定が難しい。会場を考慮し抽選することになるであろう。 

 〇徳永南部委員長  試合をやらせてあげたい。使用会場チームの抽選配慮は必要である。 

 〇宮崎北部委員長  一次予選はシードを割り振る。二次予選は１会場実施を予定している。 

 〇畔原東部委員長  なんとかやらせてあげたいが実施可能か疑問。日曜日は運動会予備日が多い。 

 〇北田競技委員長  試合日直近や当日に会場が使用不可になった際の取り扱いの議論もある。 

 〇畔原東部委員長  9/13より予選開始であると健康チェックは出来ているのだろうか。 

 →大澤総務委員長  HP にて体調チェックを周知済である。サポートをする大人の感染を危惧する。 

 〇五味競技副委員長 県大会が実施できなくても地区独自大会としてやらせてあげたい。 

 〇栗原西部委員長  県大会会場の久喜アリーナの使用状況はいかがか。 

 →小俣理事長    現在 400名まで使用可能。参加チーム数・入場制限などの工夫が必要であろう。 

 〇栗原西部委員長  感染者が出れば他チームも濃厚接触者となることも考えられないか。 

→石田東部副委員長 保健所指導によるが皆濃厚接触者とはならない。9/22久喜にて交流大会予定 



〇宮崎北部委員長  1会場での予選に不安があるが対面 15分会話相当の状況は少ないであろう。 

 〇小俣理事長    リスクマネジメントとして検討いただきたい。学校現場の状況はいかがか。 

 →中里審判副委員長 体育館使用は自校児童のみが望ましい。 

 →梅田南部副委員長 幸手市は開放していない。最も心配なことは風評被害である。 

 〇兼本指導副委員長 感染対策に関する届出を使用会場に出すべきであろうか。 

 →小俣理事長    届出を出している施設は有る。感染はバレー活動以外が多いという報告がある 

 〇宮崎北部委員長  大人が率先し感染防止に努める（会場でのマスク着用等） 

 〇相沢副会長    大会実施には親（大人）の意識向上が必要であろう。 

 〇有井副会長    実施には最大限の予防策を練る必要がある。 

 〇須田副会長    大人の感染や風評被害が恐ろしい。同居家族への影響も懸念される。 

 〇山下会長     多くの議論を続けている。不安の無いよう決めたい。最終的には会長判断とする 

 〇北田競技委員長  チーム数を半減させれば試合数も半減できる。 

 〇小俣理事長    関東大会を考慮すると 10月中に予選を済ませたい。抽選方法や会場確保の不安

もあり要項変更なども考えられる。各地区の状況はいかがか。 

 →五味競技副委員長 東部は段階（①シード ②体育館使用チーム ③その他）に分けて抽選を行う。 

 →栗原西部委員長  西部はシードチームが会場となっており、他チームの了承を得ている。 

 →徳永南部委員長  南部も東部同様に段階に分けて抽選を行う。 

 →宮崎北部委員長  北部は一次予選・二次予選とも会場確保済。 

 →松浦男子委員長  予選会場の使用状況が厳しいが何とか探す他は無い。 

 〇小俣理事長    段階に分ける抽選方法に関し各地区委員長は直接説明し同意を得てもらいたい。 

 〇北田競技委員長  代表者会議を延期（9/12）し、会場使用の再確認を行ってはどうか。 

 〇宮崎北部委員長  9/5（土）までに確認ができないか。 

 〇栗原西部委員長  延期となったら 9/5代表者会議も 9/12抽選会も顔を見て確認したい。 

 〇石田東部副委員長 9/5に確認ができたら 9/12は不要では無いか。 

 〇小俣理事長    会場使用許可やチーム同意が得られなければ大会中止と考える。 

           抽選会の日程は同一日としたい。予選 1回とし 10月のみの開催はいかがか。 

 →栗原西部委員長  一次予選・二次予選を行いたい。10月中に行えるであろうか。 

 →北田競技委員長  各予選を２週間で行えば可能。 

 〇小俣理事長    8/31までに会場が揃わなければ（理事以上の総意として）中止でよろしいか。 

 〇北田競技委員長  9/5 抽選会を行うと判断が拙速になる可能性も。一週間延ばし判断する時間を。 

 →各地区委員長   9/12抽選会で構わない。 

 〇小俣理事長    二次予選の会場選出はいかがか。 

 →各地区委員長   大丈夫（可能）であると考えている。 

 〇北田競技委員長  9/5代表者会議としリスクマネジメントを含め周知、コンセンサスを得る。 

 〇小俣理事長    各地区委員長は 9/3までに１次及び２次の会場確保（許可）の連絡を総務委員長 

に行うこと。当然に二次予選会場も利用制限やガイドラインの遵守を。 

県大会参加数の半減案についてはいかがか。 

 〇畔原東部委員長  半減にする理由を教えていただきたい。 



 →石田東部副委員長 アリーナ人数制限のクリアが容易。勝ったチームが審判をしてはどうか。 

 →北田競技委員長  16チーム参加なら２面での開催が可能（昼食は摂らない）リスク低減となる。 

 〇小俣理事長    半減（女子 16、男子・混合８）でよろしいか。      →全員了 

           9/5（土）全チームを参集し説明させていただく。 

 〇山下会長     本当に熱心に審議ができている。今後も皆さんの意見を集約し進めていく。 

 〇北田競技委員長  9/5代表者会議 理事以上出席。各地区出席確認のこと。 

 〇小俣理事長    健康チェック表の提出。手指消毒の徹底。役員服装の確認。 

  

有井副会長挨拶 

お疲れ様でした。最大限の努力を以ってあたっていただきたい。 

議事録 総務委員 古田ゆき江 


